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	今回の成果は、複数の刺激を巧みに使うことで、材料に新しい機能や動作を発現させられることを示しました。今後、この知見を応用することで、さまざまな刺激応答性材料の開発が期待できます。例えば、特定の条件が揃った時にだけ動作するセンサーや、光や温度の変化でオン・オフ制御できるマイクロアクチュエーターへの応用が考えられます。また、外部からエネルギーを与えなくても環境変化に応じて自律的に形状を変える自律変形材料（スマート材料）への展開も可能かもしれません。さらに、今回発見された現象自体も極めてユニークであるた...
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